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令和６年度デジタル技術講習（ビジネスプランナー育成コース、ＡＩエンジニア育成コー
ス、データサイエンティスト基礎育成コース）企画運営業務 

仕様書 
 
１ 概要 

データやデジタル技術を活用して既存事業の成長又は新規事業の展開が急速に進展し
ていく中、各企業において競争力の維持・強化のためにデジタル・トランスフォーメーシ
ョン（DX）を進める必要性が高まっている。こうした中、各企業が DX を実現するため
には、企業内に DX に必要なデジタル技術に精通し、その活用を推進していく人材が必要
である。 

和歌山県では、県内企業の DX 実現を支援するため、データ活用や各種デジタル技術の
基礎的な知識やスキルを習得するための講習を開催する。 

 
２ 目的 

県内企業の DX 担当従業員が、自社の DX 実現に向け、必要なデジタル技術に関する
基礎的な知識やスキルを習得することを目的とする。 

 
３ 委託業務期間 

契約締結日から令和７年２月２８日（金）まで 
 
４ 予算上限額 

１０，００５千円（消費税及び地方消費税を含む。） 
 
５ 委託する講習の内容 

⑴ 受講対象者 
  下記、想定対象業種に属する県内企業の DX 担当者を対象とする。 

  （想定対象業種） 
   地場産業分野（繊維、化学、機械金属、食品加工、家庭用品、情報通信）及び観光分

野（宿泊、小売、卸売） 
 ⑵ 本講習が目指す到達レベル 
   DX に必要なＡＩ等のデジタル技術やデータ活用に関する技術に精通した人材を育

成すべく、別表①「コース別目標到達レベル一覧」に合致するような人材となること。 
 ⑶ スケジュール（目安） 
   受講者募集 令和６年６月～７月 

講習開催  令和６年８月～11 月  
具体的な開催時期については、和歌山県と協議の上、決定すること。 
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 ⑷ 講習内容 
   企業における DX の実践に必要なデジタル技術に関する基礎的な知識及びスキルの

習得に資する講習とする。 
   具体的には、別表②「講習プログラム一覧」に記載の７つの講習をすべて開催するこ

と。 
 
６ 委託業務内容 
 ⑴ 講習の企画 
   別表②「講習プログラム一覧」を参照し、これに合致するよう企画すること。 

⑵ 講習の周知 
  講習を周知するチラシを作成し、配布すること。また、Web 等を活用し、講習開催

を広く PR し、県内企業へ積極的な参加を呼びかけること。 
⑶ 受講者の募集、取りまとめ 
  受講希望者多数の場合は、和歌山県の協議の上、別表②「講習プログラム一覧」に記

載する各講習の募集人数程度を選考すること。 
⑷ 講習用テキストの作成 
⑸ 講習会場及び必要機材の手配 
  講習会場を設ける場合は、和歌山市内の会場を手配すること。また、講師が講習で使

用するパソコンやその他の機材、受講者が講習で使用するパソコン以外のその他機材
を手配すること。 

⑹ 講習の実施 
⑺ 講習後の受講者及び受講者所属企業に対するアンケートの実施 
  アンケートは、講習の満足度、理解度等を測定するものとし、和歌山県と協議の上作

成すること。 
⑻ ⑴～⑺の結果を取りまとめた講習実施報告書の提出 

 
７ 支払対象経費 

本業務に係る支払対象経費は次のとおりとする。 
⑴ 人件費 

専門家への謝金、本事業に従事する従業者に支払われる給与等 
⑵ 交通費 

事業の実施に必要な交通費（電車代、タクシー代等） 
⑶ 印刷製本費 

テキスト、チラシ、報告書等の作成、資料等に必要な印刷製本費 
⑷ 消耗品費 

事業の実施に必要な消耗品費 
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⑸ 通信運搬費 
事業の実施に必要な通信運搬費（電話代、郵送代等） 

⑹ 再委託費 
事業の一部を再委託する場合の経費 

⑺ 賃借料 
事業の実施に必要な機器等のリース・レンタル料、会場借上料 

⑻ その他 
本事業の実施に必要な物件費であって、上記経費以外に県が必要と認める経費 

⑼ 一般管理費 
上記に掲げた経費を除く、一般管理に要する経費 
なお、社内規定等により、受託する個別事業に係る一般管理費の割合について、直近

年度の損益計算書中「売上原価」に占める「一般管理費」の割合によって決定している
場合は、当該割合による一般管理経費の計上を可能とする。 

⑽ 消費税及び地方消費税 
上記経費に係る消費税及び地方消費税 

 
８ 成果報告品の納品 

本業務終了時には、６委託業務内容⑴～⑺の結果を取りまとめた報告書を納品するこ
と。 

また、業務委託費支出明細を添付し提出すること。その際、具体的な経費の内訳が分か
るように積算を作成すること。 

（提出先） 
〒６４０－８５８５ 
和歌山県和歌山市小松原通１－１ 
和歌山県商工労働部企業政策局企業振興課 経営支援班  
E-mail：e0610001@pref.wakayama.lg.jp 

 
９ その他 

⑴ 業務の実施にあたっては、業務内容を十分に理解し、和歌山県と連絡を密に取りなが
ら誠実に履行すること。 

⑵ 受託事業者は、業務の実施の際に、知り得た個人情報は適正に管理し、決して漏洩、
不正使用を行わないこと。本契約終了後も同様とする。 

⑶ 仕様書に記載されていない事項及び疑義が生じた場合は、和歌山県と十分に協議の
上、決定すること。 

 



令和6年度デジタル技術講習
（ビジネスプランナー育成コース、ＡＩエンジニア育成コース、データサイエンティスト基礎育成コース）企画運営業務
仕様書_別表①「コース別目標到達レベル一覧」

コース名 達成目標 受講対象者イメージ

ビジネスプランナー育成コース

自社のデータ・ AI活用の企画を立案、外部ベンダーや社
内の他部署を巻き込みながらデジタル活用プロジェクト推
進する力を身に付ける

DXの取り組みにおいてAIを活用して新規ビジネスの立
ち上げや既存ビジネスの改善を推進できる人材

ＡＩエンジニア育成コース
機械学習・ディープラーニングの基礎を理解しE資格合格
相当の知識を身につける

エンジニアとして活動しているが、DXの推進に向けて
AI技術を活用したシステムの設計、開発、運用を担当
していきたいと考えている人材

データサイエンティスト基礎育成コース

データ分析プロジェクトの流れを理解し、データから得ら
れ知見をビジネス活用する際に必要な基礎知識を身に付け
る

 エンジニア・非エンジニア問わず、データを活用し
た意思決定や業務改善等を行っていきたい人材（未経
験・初学者も可）

　

　



令和6年度デジタル技術講習
（ビジネスプランナー育成コース、ＡＩエンジニア育成コース、データサイエンティスト基礎育成コース）企画運営業務
仕様書_別表②「講習プログラム一覧」

ビジネスプランナー育成コース

講習名
募集
人数

内容 講習時間 講習形態
受講者一人当たり受
講料（千円）

ＡＩジェネラリスト基礎 30人

ＡＩの基礎概念と仕組み、機械学
習・深層学習の概要と手法などＧ検
定合格レベルの知識を習得するため
の講習

10時間以上
会場での集合研修やオンライン等を組み合
わせ、学習効果の高い講習形態とすること
※但し、下記留意事項も踏まえること

‐

ビジネストランスレーター基
礎

30人
ＡＩ活用の企画立案について学習
し、ＡＩの本質を捉えた企画力を習
得するための講習

10時間以上
会場での集合研修やオンライン等を組み合
わせ、学習効果の高い講習形態とすること
※但し、下記留意事項も踏まえること

‐

ＡＩエンジニア育成コース

講習名
募集
人数

内容 講習時間 講習形態
受講者一人当たり受
講料（千円）

Ｅ資格認定プログラム
事前学習①

15人
Ｅ資格を受験するにあたり、必要と
なる基礎的な知識、技術習得①

10時間以上
会場での集合研修やオンライン等を組み合
わせ、学習効果の高い講習形態とすること
※但し、下記留意事項も踏まえること

‐

Ｅ資格認定プログラム
事前学習②

15人
Ｅ資格を受験するにあたり、必要と
なる基礎的な知識、技術習得②

10時間以上
会場での集合研修やオンライン等を組み合
わせ、学習効果の高い講習形態とすること
※但し、下記留意事項も踏まえること

‐

Ｅ資格認定プログラム 10人
E資格受験のためのJDLA認定プログラ
ムであること

Ｅ資格認定プ
ログラムの資
格要件を満た
す時間数であ
ること

会場での集合研修やオンライン等を組み合
わせ、学習効果の高い講習形態とすること
※但し、下記留意事項も踏まえること

20

データサイエンティスト基礎育成コース

講習名
募集
人数

内容 講習時間 講習形態
受講者一人当たり受
講料（千円）

データ分析基礎 30人
データ利活用のための基礎知識、問
題・課題を定義しデータ分析力で解
決する方法を学習する

10時間以上
会場での集合研修やオンライン等を組み合
わせ、学習効果の高い講習形態とすること
※但し、下記留意事項も踏まえること

‐

データサイエンティスト
基礎

30人

データサイエンス（データの抽出方
法含む）からデータエンジニアリン
グ、データのビジネス活用の流れを
理解する

10時間以上
会場での集合研修やオンライン等を組み合
わせ、学習効果の高い講習形態とすること
※但し、下記留意事項も踏まえること

‐

　

　

（留意事項）

・受講料については、受託事業者が受講者をとりまとめた後、県に報告し、県から受講者へ対し受講料を徴収する。

・講習形態について、集合研修を行う場合は、和歌山市内の会場を含めること。またオンラインのみの場合は、e-ラーニングによる一方向の動画配

信のみではなく、オンラインによる講師と受講者の双方向での講習形態も含めたものとすること

・講習形態について、受講スケジュール（例：2、3日の連続実施、週に１回隔週実施等）は、受託事業者が提案すること。

・各講習は独立したものとし、1講習からでも受講できる内容とすること


